
第
二
次
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
遠
征
の
基
本
的
な
課
題
の
一
つ
に
、
日
本
沿
岸
へ
の
航
海

が
あ
っ
た
。
こ
の
課
題
は
、
女
帝
ア
ン
ナ
・
イ
オ
ア
ノ
ヴ
ナ
の
政
府
に
よ
っ
て
、

｢

日
本
に
向
か
う
道
の
探
索｣

と
し
て
極
め
て
具
体
的
に
立
て
ら
れ
た
。

こ
の
任
務
は
、
Ｍ
・
シ
ュ
パ
ン
ベ
ル
グ
大
佐
【���

�
���

】
の
支
隊
に
課
せ
ら
れ
た
。

船
隊
は
次
の
三
隻
か
ら
構
成
さ
れ
た
：
Ｍ
・
シ
ュ
パ
ン
ベ
ル
グ
自
身
の
指
揮
す
る
ブ

リ
ガ
ン
テ
ィ
ン
型
帆
船

｢

ア
ル
ハ
ン
ゲ
ル
・
ミ
ハ
イ
ル
号｣
、
Ｖ
・
ウ
ォ
ー
ル
ト
ン
大

尉
指
揮
下
の
単
檣
帆
船
【�

����	

�

。
郵
便
船
。
定
期
船
。
ガ
ヴ
リ
イ
ル
号
は
古
船

を
修
復
し
た
も
の
だ
っ
た
か
ら
著
者
は
こ
う
言
っ
た
か
。
実
際
に
は
単
檣
帆
船
。】

｢

聖
ガ
ヴ
リ
イ
ル
号｣

、
Ａ
・
シ
ェ
リ
テ
ィ
ン
グ
少
尉
指
揮
下
の
ダ
ブ
ル
ス
ル
ー
プ
型

帆
船
【�

�
	
�
���


�
�
��

】｢

ナ
ヂ
ェ
ジ
ダ
号｣

。
船
隊
は
一
七
三
九
年
日
本
沿
岸
へ

の
航
海
に
成
功
し
た
。
絶
え
ざ
る
暴
風
雨
と
霧
、
し
ば
し
ば
方
向
を
変
え
る
強
い
海

流
、
と
い
う
極
め
て
複
雑
な
気
象
条
件
の
中
を
こ
の
遠
征
隊
は
進
ん
で
い
っ
た
。

船
隊
は
ウ
ル
ッ
プ
島
と
ホ
ッ
カ
イ
ド
島
に
到
達
し
、
そ
こ
で
ロ
シ
ア
人
は
初
め
て

隣
国
の
領
土
に
足
を
踏
み
入
れ
、
土
地
の
住
民
と
の
接
触
に
初
め
て
成
功
、
日
本
に

つ
い
て
の
信
頼
に
足
る
情
報
を
も
初
め
て
収
集
さ
れ
、
当
該
地
域
の
既
存
の
地
図
も

さ
ら
に
正
確
な
も
の
に
さ
れ
た
。

確
認
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
帝
政
ロ
シ
ア
政
府
が
日
本
沿
岸
へ
の

遠
征
の
結
果
に
重
要
な
意
義
を
持
た
せ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
一
七
四
〇
年
の
始
め
、

日
本
へ
の
航
海
に
つ
い
て
の
Ｖ
・
ベ
ー
リ
ン
グ
と
Ｍ
・
シ
ュ
パ
ン
ベ
ル
グ
の
報
告
は

海
軍
省
長
官
Ｎ
・
ゴ
ロ
ー
ヴ
イ
ン
に
提
出
さ
れ
、
更
に
、
貝
殻
、
樹
木
の
枝
、
花
卉

な
ど
、
遠
征
の
成
功
を
示
す
い
く
つ
か
の

｢

物
的
証
拠｣

も
届
け
ら
れ
た
。
閣
僚
会

議
議
長
Ａ
・
ヴ
ォ
ル
イ
ン
ス
キ
ー
は
こ
の
こ
と
を
女
帝
ア
ン
ア
・
イ
オ
ア
ノ
ヴ
ナ
に

報
告
し
た
。
事
の
重
要
性
に
鑑
み
、
直
ち
に
女
帝
か
ら
、
全
て
の
報
告
と
物
品
を
即

刻
閣
僚
会
議
に
移
管
す
る
よ
う
に
と
の
訓
令
が
出
さ
れ
た
。
そ
れ
と
同
時
に
閣
僚
会

議
か
ら
海
軍
省
関
係
者
に
対
し
、
こ
の
件
に
付
い
て
は

｢

何
人
に
も
口
外
せ
ず
、
秘

密
裡
に
し
て
お
く｣

よ
う
に
と
の
指
示
が
出
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
一
連
の
こ
と
は
、
帝
政
ロ
シ
ア
の
上
層
権
力
が
、
日
本
遠
征
の
成
功
に
特

別
な
国
家
的
意
義
を
認
め
、
そ
れ
に
よ
る
発
見
を
秘
密
裡
に
す
る
こ
と
を
必
要
不
可

欠
と
見
な
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
新
し
い
領
土
獲
得
と
将
来

的
に
見
込
ま
れ
る
海
上
交
易
の
成
功
に
向
け
て
の
意
欲
と
結
び
つ
い
て
い
た
。
こ
の

分
野
で
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
並
ぶ
【���


�
���
�

��
���

�
�
���

����

】
輝
か

し
い
成
功
は
、
ど
う
や
ら
ロ
シ
ア
帝
国
の
首
都
の
一
部
の
国
家
頭
脳
に
興
奮
を
与
え

た
よ
う
だ
。

と
同
時
に
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
Ｍ
・
シ
ュ
パ
ン
ベ
ル
グ
支
隊
の
航
海
が
成

功
し
た
こ
と
は
、
第
二
次
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
遠
征
に
費
や
し
た
膨
大
な
国
家
支
出
を
正

当
化
す
る
理
由
の
ひ
と
つ
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

ロ
シ
ア
国
立
海
軍
文
書
館
に
は
、
Ｍ
・
シ
ュ
パ
ン
ベ
ル
グ
支
隊
の
全
て
の
艦
船
の

当
直
日
誌
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
史
料
は
、
そ
の
性
格
に
お
い
て
類
を
見
な

( ) 第二次カムチャッカ遠征時日本沿岸への航海を行った艦船の航海日誌 (ソボレフ)127
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史
に
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史
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第
二
次
カ
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遠
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時
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岸
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航
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誌
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い
も
の
で
あ
り
、
そ
の
内
容
も
十
分
に
客
観
的
で
あ
る
。
当
直
士
官
に
よ
る
日
誌
に

は
、
航
海
中
に
生
じ
た
全
て
の
重
要
な
出
来
事
に
つ
い
て
日
々
の
記
録
が
記
さ
れ
、

し
か
も
、
そ
の
記
録
は
出
来
事
の
す
ぐ
後
に
書
か
れ
て
い
て
、
そ
の
こ
と
が
こ
れ
ら

歴
史
基
礎
史
料
の
持
つ
信
頼
性
を
高
め
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
史
料
が
研
究
者
に
と
っ
て
格
別
な
興
味
と
価
値
を
持
つ
も
う
一
つ
の
理

由
は
、
両
国
民
と
両
国
と
相
互
関
係
の
初
期
段
階
の
歴
史
に
関
し
て
、
最
も
早
い
時

期
に
収
集
さ
れ
今
日
知
ら
れ
て
い
る
基
礎
史
料
【�

����
�
�
��

】
の
一
つ
だ
か
ら
で

あ
る
。

こ
の
手
書
き
の
日
誌
は
、
十
八
世
紀
前
半
の
公
式
草
書
体
【�	
�

�

�
��

������

�
��

】
の
典
型
的
な
も
の
で
、
そ
の
こ
と
か
ら
、
解
読
と
転
写
【����

����
�
�
�
�

】

に
は
複
雑
な
作
業
を
要
す
る
。

我
々
が
研
究
対
象
と
し
た
の
は
、
ア
ル
ハ
ン
ゲ
ル
・
ミ
ハ
イ
ル
号
、
聖
ガ
ヴ
リ
イ

ル
号
、
ナ
ヂ
ェ
ジ
ダ
号
の
三
隻
の
船
の
一
七
三
九
年
の
当
直
日
誌
で
あ
る
。
研
究
に

当
た
っ
て
は
、
如
何
な
る
情
報
で
あ
れ
、
露
日
相
互
関
係
の
形
成
史
【�

�����
�

����
�
�	��

�
�

】
に
関
す
る
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
記
録
は
、
す
べ
て

精
査
し
た
。

得
ら
れ
た
情
報
は
集
積
さ
れ
、
分
析
を
施
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
を
学
問
的
に
体
系
化

し
た
結
果
、
得
ら
れ
た
事
実
史
料
は
す
べ
て
、
以
下
の
三
つ
の
分
野
別
の
基
本
グ
ル
ー

プ
に
分
類
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
判
断
し
た
。

自
然
条
件
の
記
述

民
族
学
的
情
報

土
地
の
住
民
と
の
接
触
に
関
す
る
史
料

１
、
自
然
条
件
の
記
述

日
本
沿
岸
に
到
達
し
た
ロ
シ
ア
人
船
乗
り
【�

�����

】
た
ち
が
、
自
分
た
ち
が

未
知
の
地
域
の
最
初
の
発
見
者
で
あ
る
と
見
な
し
た
の
は
根
拠
の
な
い
こ
と
で
は
な

か
っ
た
。
従
っ
て
彼
ら
は
、
全
て
の
自
然
現
象
は
、
如
何
に
些
細
な
こ
と
で
あ
れ
、

注
目
と
記
録
に
値
す
る
と
考
え
て
い
た
。

例
え
ば
、
一
七
三
九
年
六
月
一
九
日
の
単
檣
帆
船
【�

����

��

】
聖
ガ
ヴ
リ
イ
ル

号
の
当
直
日
誌
の
中
に
、
日
本
沿
岸
か
ら
ほ
ど
遠
く
な
い
と
こ
ろ
で
の
定
時
停
泊

【��
����

�
��

�����
��

】
の
記
述
が
出
て
く
る
：

｢

小
さ
な
川
が
三
つ
流
れ
込
ん

で
い
る
湾
。
中
央
に
大
き
な
町
が
、
湾
の
東
側
に
は
小
さ
な
村
が
あ
る
。
こ
こ
の
土

地
は
極
め
て
肥
沃
で
、
牛
、
馬
、
野
鳥
が
多
く
棲
息
し
て
い
る

(

１)｣

。

我
々
か
ら
見
て
興
味
深
い
の
は
こ
れ
に
続
く
記
録
で
、
そ
こ
で
は
、
当
直
士
官
が
、

新
た
に
発
見
さ
れ
た
島
で
の

｢

無
限
の
富｣

の
探
索
と
い
う
、
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
か
ら

受
け
と
っ
た
訓
令
の
中
に
あ
る
具
体
的
な
課
題
に
あ
た
か
も
答
を
出
そ
う
と
試
み
て

い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る

(

こ
の
こ
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
い
理
由
に
よ
り
、
帝
政

ロ
シ
ア
に
と
っ
て
格
別
に
興
味
あ
る
こ
と
で
あ
っ
た)

。
こ
の
よ
う
な
課
題
設
定
と

の
関
連
で
日
誌
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
あ
る
：

｢

た
と
え
こ
の
土
地
に
金
や
真
珠
、

葡
萄
や
サ
ラ
セ
ン
・
キ
ビ

(

原
註
：
米
の
こ
と)

、
そ
の
他
の
果
実
が
大
量
に
あ
っ

た
と
し
て
も
、
時
間
が
わ
ず
か
し
か
な
い
た
め
に
全
て
を
調
査
す
る
こ
と
は
不
可
能

だ
っ
た

(

２)｣

。

同
船
の
数
日
後
の
日
誌
に
は
、
他
の
島
を
乗
組
員
た
ち
が
訪
れ
た
際
の
様
子
が
記

さ
れ
て
い
る
。
真
水
の
探
索
と

｢

調
査
の
た
め
に｣

(

す
な
わ
ち
、
島
の
自
然
特
性

を
記
述
す
る
た
め
に)

小
船
が
島
に
向
か
っ
た
。
そ
の
日
の
う
ち
に
乗
組
員
た
ち
は

島
か
ら
、｢

幾
ら
か
の
草
、
真
珠
貝
二
個
、
果
実
の
付
い
た
木
の
枝
、
辛
子
ま
で
付

い
た
枝
ま
で
あ
る
【
山
椒
の
こ
と
か
】
…

(

３)｣

と
い
っ
た
貴
重
な

｢

戦
利
品｣

を
船
に

持
ち
帰
っ
た
。
何
は
さ
て
お
き
こ
れ
ら
の
品
の
こ
と
が
、
閣
僚
会
議
議
長
Ａ
・
ヴ
ォ

ル
イ
ン
ス
キ
ー
に
よ
っ
て
女
帝
ア
ン
ナ
・
イ
オ
ア
ノ
ヴ
ナ
に
報
告
さ
れ
た
。

士
官
た
ち
は
、
新
た
に
発
見
さ
れ
た
島
の
地
名
に
関
し
て
初
め
て
得
ら
れ
た
情
報

に
つ
い
て
も
当
直
日
誌
に
記
載
し
た
。
例
え
ば
、
一
七
三
九
年
六
月
一
二
日
に
ダ
ブ
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ル
ス
ル
ー
プ
型
帆
船
【�

��
����	

�

�
�


】
の
当
直
士
官
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い

る
：

｢

島
が
目
に
入
っ
た
、
こ
れ
は

｢

ニ
ュ
チ
マ
島｣

で
あ
る
。
更
に
右
側
に
も
う

一
つ
、
距
離
は
我
々
か
ら
一
・
五
オ
ラ
ン
ダ
・
マ
イ
ル
。
住
民
の
話
で
は
、
こ
の
島

の
名
は

｢

デ
イ
ク
ン
ジ
ル｣

で
あ
る

(

４)｣

。

一
七
三
九
年
七
月
四
・
五
日
、
ブ
リ
ガ
ン
テ
ィ
ン
型
帆
船
ア
ル
ハ
ン
ゲ
ル
・
ミ
ハ

イ
ル
号
の
乗
組
員
た
ち
が

｢

フ
ィ
グ
ー
ル
ヌ
イ｣

と
【
ロ
シ
ア
人
に
よ
っ
て
】
呼
ば

れ
て
い
た
島
を
訪
れ
た
後
の
当
直
日
誌
に
、
興
味
深
い
情
報
が
含
ま
れ
て
い
る
。
最

初
の
日
島
に
上
陸
し
た
乗
組
員
た
ち
は
真
水
一
樽
を
持
ち
帰
っ
た
が
、
彼
ら
が
伝
え

た
こ
と
し
て
島
の
自
然
条
件
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
：

｢

そ

の
島
に
は
白
樺
と
樅
の
森
が
自
生
し
、
ス
イ
カ
ズ
ラ
、
ね
ず
【�����


】
に
似
た
別

の
種
類
の
も
の
、
甘
草
【��
�


��
�
�
�

】、
ユ
リ
【�
�
�




】、
ス
グ
リ
、
そ
の
他

に
、
知
識
が
な
い
た
め
何
と
書
い
て
よ
い
か
分
か
ら
な
い
草
が
生
え
て
い
る

(

５)｣

。

翌
日
乗
組
員
た
ち
は
、｢

岸
か
ら
葡
萄
の
枝
と
様
々
な
花｣

を
持
ち
帰
り
、
更
に

｢

そ
の
島
で
七
人
の
人
間
と
、
彼
ら
が
捕
ま
え
よ
う
と
し
た
が
捕
ま
え
ら
れ
な
か
っ

た
犬
を
見
た
…

(

６)｣

。
犬
は
島
民
が
食
べ
よ
う
と
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
ま
ず

間
違
い
が
、【
乗
組
員
た
ち
に
よ
る
】
そ
れ
を
実
際
に
確
認
す
る
試
み
は
不
成
功
に

終
わ
っ
た
。

特
に
指
摘
し
て
お
き
た
い
の
は
、
日
本
沿
岸
で
の
最
初
の
水
路
調
査
は
ロ
シ
ア
人

に
よ
っ
て
為
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
ブ
リ
ガ
ン
テ
ィ
ン
型
帆
船
ア
ル
ハ
ン

ゲ
ル
・
ミ
ハ
イ
ル
号
の
当
直
日
誌
に
は
一
七
三
九
年
七
月
六
日
付
で
、｢

舵
手
ペ
ト

ロ
フ
は
、
フ
ィ
グ
ー
ル
ヌ
イ
島
の
入
り
江
の
調
査
、
特
に
水
深
の
測
量
と
、
停
泊
に

適
す
る
か
ど
う
か
を
調
べ
る
よ
う
命
ぜ
ら
れ
た

(

７)｣

、
と
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
行
動
は
、
将
来
日
本
沿
岸
に
向
け
て
ロ
シ
ア
船
が
航
海
す
る
際
の
安
全

を
確
保
せ
ん
と
す
る
試
み
と
し
て
評
価
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
後
歴
史
は

め
ぐ
っ
て
、
一
二
〇
年
後
に
ロ
シ
ア
軍
艦
が
日
本
の
こ
れ
ら
の
【
か
つ
て
調
査
さ
れ

た
】
湾

(

複
数)

に
寄
港
す
る
こ
と
は
実
際
に
常
態
化
し
、
一
七
三
九
年
の
遠
征
で

得
ら
れ
た
結
果
が
後
代
の
ロ
シ
ア
の
船
乗
り
に
と
っ
て
役
に
立
つ
こ
と
と
な
っ
た
の

で
あ
る
。

２
、
民
族
学
的
性
格
の
情
報

ロ
シ
ア
の
船
乗
り
た
ち
は
、
新
た
に
発
見
さ
れ
た
地
域
の
住
民
た
ち
の
生
活
様
式
、

特
徴
的
な
風
習
、
風
俗
、
す
な
わ
ち
民
族
学
的
特
性
に
新
鮮
な
興
味
を
示
し
た
。
従
っ

て
、
当
直
日
誌
に
は
そ
れ
ら
に
関
し
て
も
然
る
べ
き
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、
ダ
ブ
ル
ス
ル
ー
プ
型
帆
船
【�

��
����	

�

�
�


】
ナ
ヂ
ェ
ジ
ダ
号
の
当

直
士
官
は
一
七
三
九
年
六
月
二
三
日
の
日
誌
の
中
で
、
実
際
に
住
民
に
出
会
っ
た
際

の
第
一
印
象
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
：

｢

彼
ら
の
衣
服
は
木
綿
で
中
に
綿
が
入

れ
て
あ
り
、
そ
の
上
に
草
を
編
ん
だ
も
の
を
締
め
て
い
て
、
湿
度
の
高
い
気
候
の
た

め
帽
子
も
草
で
出
来
て
い
る
。
ズ
ボ
ン
は
着
用
し
て
い
な
い
。
髪
は
上
に
ま
と
め
て

括
っ
て
あ
る

(

８)｣

。
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一
七
三
九
年
七
月
九
日
八
人
の
日
本
人
が
ブ
リ
ガ
ン
テ
ィ
ン
型
帆
船
ア
ル
ハ
ン
ゲ

ル
・
ミ
ハ
イ
ル
号
に
上
船
し
て
き
た
。
こ
の
出
来
事
に
つ
い
て
は
、
詳
細
な
記
録
が

当
直
日
誌
に
も
残
さ
れ
て
い
る
。
ロ
シ
ア
の
船
乗
り
た
ち
が
こ
の
遭
遇
か
ら
受
け
た

印
象
は
鮮
明
で
、
彼
ら
の
目
か
ら
み
た
日
本
人
は
、｢

ク
リ
ー
ル
諸
島
民
族
と
顔
つ

き
が
似
て
い
て
、
長
い
彩
り
鮮
や
か
な
衣
服
の
上
に
様
々
な
緞
子
を
縫
い
付
け
た
も

の
を
着
用
し
、
裸
足
で
歩
い
て
い
る
。
足
と
体
は
毛
で
覆
わ
れ
、
あ
ご
ひ
げ
は
大
き

く
、
長
く
、
黒
い
。
或
る
者
は
銀
の
耳
輪
を
し
て
い
る

(

９)｣

。

ロ
シ
ア
の
船
乗
り
た
ち
は
、
日
本
人
の
乗
っ
て
い
る
船
に
特
別
な
、
言
っ
て
み
れ

ば
職
業
的
な
興
味
を
し
ま
し
た
。
例
え
ば
、
一
七
三
九
年
六
月
一
七
日
単
檣
帆
船

【�
�����

�
�

】
聖
ガ
ヴ
リ
イ
ル
号
の
当
直
士
官
は
日
誌
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
：

｢

島
か
ら
出
て
い
く
船
を
三
九
隻
目
に
し
た
。
私
は
そ
れ
ら
を
商
船
と
判
断
し
た
。

い
ず
れ
も
マ
ス
ト
は
一
本
で
、
帆
は
四
角
で
あ
る
。
一
部
の
船
は
帆
が
白
地
に
紺
の

縞
模
様
で
、
他
は
全
て
白
色
で
あ
る

(

�)｣

。

翌
々
日
一
七
三
九
年
六
月
一
九
日
、
同
上
日
誌
に
同
じ
主
題
の
新
し
い
記
録
が
記

さ
れ
た
：

｢

…
一
〇
〇
隻
以
上
の
船
が
近
づ
い
て
来
た
。
帆
は
全
て
四
角
で
、
長
さ

約
三
〇
フ
ィ
ー
ト
、
幅
約
一
五
フ
ィ
ー
ト
の
滑
ら
か
な
木
綿
製
で
あ
る
【
原
註
：
一

フ
ィ
ー
ト
は
約
三
〇
㎝
、
従
っ
て
帆
の
サ
イ
ズ
は
九
ｍ
×
四
・
五
ｍ
】。
船
体
は
、

長
さ
は
約
三
〇
フ
ィ
ー
ト
、
幅
約
一
〇
フ
ィ
ー
ト
【
原
註
・
九
ｍ
×
三
ｍ
】、
舳
先

と
艫
が
か
な
り
尖
っ
た
形
を
し
て
い
る
。
凪
の
時
は
四
本
の
櫓
で
漕
ぐ
が
、
船
足
は

極
め
て
速
い

(

�)｣

。

お
そ
ら
く
、
ロ
シ
ア
の
船
乗
り
に
と
っ
て
、
こ
の
分
野
で
の
日
本
人
の
経
験
は
極

め
て
興
味
深
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
、
と
い
う
の
も
、
島
国
で
あ
る
日
本
は
深
い
航
海

伝
統
を
有
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

よ
く
知
れ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ロ
シ
ア
の
船
乗
り
た
ち
は
、
真
水
、
食
糧
、
薪

の
蓄
え
の
補
充
に
一
度
な
ら
ず
上
陸
を
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
彼
ら
は
、
起
こ
り
得

る
か
も
し
れ
な
い
衝
突
を
危
惧
し
て
、
日
本
人
の
村
落
に
は
入
ら
な
い
よ
う
に
し
て

い
た
。
従
っ
て
、
日
本
人
の
居
住
地
点
を
あ
る
程
度
の
距
離
か
ら
興
味
を
持
っ
て
観

察
を
し
た
。
例
え
ば
、
一
九
三
九
年
六
月
一
八
日
の
ブ
リ
ガ
ン
テ
ィ
ン
型
帆
船
ア
ル

ハ
ン
ゲ
ル
・
ミ
ハ
イ
ル
号
の
当
直
日
誌
に
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
：

｢

…
四
個

所
で
住
居
を
目
に
し
た
。
住
居
の
近
く
に
は
穀
物
が
植
え
て
さ
れ
て
い
る
の
が
見
え

た
が
、
種
類
ま
で
は
分
か
ら
な
か
っ
た

(

�)｣

。
つ
ま
り
、
距
離
が
か
な
り
あ
っ
た
の
で
、

船
乗
り
た
ち
に
は
畑
に
植
え
て
あ
る
も
の
ま
で
特
定
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。

日
本
人
の
取
っ
た
行
動
の
或
る
部
分
は
ロ
シ
ア
人
の
驚
き
を
呼
ん
だ
。
例
え
ば
、

上
で
挙
げ
た
一
九
三
九
年
七
月
九
日
の
ブ
リ
ガ
ン
テ
ィ
ン
型
帆
船
ア
ル
ハ
ン
ゲ
ル
・

ミ
ハ
イ
ル
号
上
で
の
出
会
い
の
際
、
船
上
で
生
き
た
鶏
を
見
て
日
本
人
は

｢

鶏
の
前

に
跪
く
と
、
両
手
を
唇
に
持
っ
て
い
き
、
深
々
と
頭
を
下
げ
た

(

�)｣

。

ロ
シ
ア
人
の
行
動
や
風
習
の
或
る
も
の
が
、
日
本
の
島
々
の
住
人
を
驚
か
せ
た
で

あ
ろ
う
こ
と
は
、
想
像
に
難
く
な
い
。

双
方
の
民
族
お
よ
び
文
化
の
相
互
認
識
の
端
緒
が
開
か
れ
こ
と
が
、
Ｍ
・
シ
ュ
パ

ン
ベ
ル
グ
の
遠
征
の
良
き
成
果
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。

３
、
土
地
の
住
民
と
の
接
触
に
関
す
る
資
料

知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
日
本
の
島
々
で
住
民
と
の
接
触
を
実
現
す
る
た
め
に
、

Ｍ
・
シ
ュ
パ
ン
ベ
ル
グ
支
隊
に
ク
リ
ー
ル
諸
島
の
出
身
者
が
数
人
加
わ
っ
て
い
て
、

彼
ら
に
は
通
訳
の
役
目
が
課
せ
ら
れ
て
い
た
。
残
念
な
こ
と
に
、
そ
れ
ら
の
者
は
日

本
語
が
余
り
出
来
ず
、
土
地
に
住
民
と
の
接
触
は
困
難
を
極
め
た
。

こ
の
状
況
は
当
直
日
誌
か
ら
も
よ
く
伺
え
る
。
例
え
ば
、
一
七
三
九
年
七
月
八
日

二
隻
の
日
本
の｢

小
舟｣

が
ダ
ブ
ル
ス
ル
ー
プ
型
帆
船
【	


�
���
�

��
�
��

】
ナ
ヂ
ェ

ジ
ダ
号
の
傍
を
通
り
過
ぎ
た
時
、
日
本
人
た
ち
は
ロ
シ
ア
の
船
乗
り
に
何
か
を
伝
え

よ
う
と
試
み
た
が
、
ロ
シ
ア
人
た
ち
は
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。｢

日
本

人
た
ち
が
何
か
言
っ
て
も
、
我
々
は
言
葉
が
判
ら
な
い

(

�)｣

と
、
当
直
士
官
は
日
誌
に
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記
し
て
い
る
。
翌
々
日
の
一
七
三
九
年
七
月
一
〇
日
日
本
人
た
ち
は
ナ
ヂ
ェ
ジ
ダ
号

の
乗
員
【
こ
こ
は��

�
��
�
�

】
と
の
接
触
を
図
ろ
う
と
し
た
。
日
誌
に
は
次
の
よ
う

に
記
さ
れ
て
い
る
：

｢

当
船
と
ブ
リ
ガ
ル
チ
ン
船
の
間
に
三
隻
の
小
舟
が
止
ま
っ
て
、

我
々
に
向
か
っ
て
大
声
を
上
げ
、
自
分
た
ち
の
住
居
を
指
さ
し
な
が
ら
手
を
振
っ
た
。

何
を
叫
ん
で
い
る
の
か
我
々
に
は
分
か
ら
な
い

(

�)｣

。

そ
れ
で
も
、｢

ク
リ
ー
ル
出
身｣

の
ロ
シ
ア
乗
組
員
の
助
け
を
借
り
、
大
変
な
苦

労
の
末
、
や
っ
と
土
地
の
住
民
と
の
対
話
が
成
功
し
た
。
一
七
三
九
年
六
月
一
九
日
、

真
水
と
薪
を
入
手
す
る
た
め
に

｢
日
本
人
へ
の
贈
り
物｣

と
乗
組
員
八
人
を
乗
せ
た

ボ
ー
ト
が
単
檣
帆
船
【�

��	
�
�


】
聖
ガ
ヴ
リ
イ
ル
号
か
ら
出
さ
れ
た
。
艦
に
必
要

な
物
は
全
て
日
本
人
か
ら
喜
ん
で
提
供
さ
れ
た
。
の
み
な
ら
ず
、
乗
組
員
た
ち
は
日

本
人
の
村
落
で
大
変
な
歓
待
を
さ
れ
、
選
り
す
ぐ
っ
た
果
物
と
土
地
の
酒
が
振
る
舞

わ
れ
た
。
こ
の
酒
は
、｢

色
が
褐
色
で
、
舌
触
り
が
良
く
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
含
有
度

は
相
当
な
も
の
だ
っ
た｣

と
、
後
に
乗
組
員
た
ち
は
回
想
し
て
い
る
。
酒
の
入
っ
た

小
さ
な
容
器
が
艦
長
の
Ｖ
・
ウ
ォ
ー
ル
ト
ン
大
尉
へ
の
贈
り
物
と
し
て
持
た
さ
れ
た
。

同
日
、
村
落
の
住
民
が
艦
に
答
礼
訪
問
に
や
っ
て
き
て
、
全
員
に
贈
り
物
が
な
さ

れ
た
。
ロ
シ
ア
の
乗
組
員
が
酒
を
馳
走
に
な
っ
た
家
の
日
本
人
に
、
艦
長
は
最
も
高

価
な
贈
り
物
を
し
た
：

｢

…
白
い
毛
皮
裏
打
ち
の
付
い
た
就
寝
用
の
毛
皮
の
外
套
、

羅
紗
の
胴
衣
、
金
張
り
の
ボ
タ
ン
の
絹
の
胴
衣
、
赤
い
ズ
ボ
ン
、
帽
子
の
付
い
た
絹

の
長
衣

(

�)｣

。

聖
ガ
ヴ
リ
イ
ル
号
の
水
兵
た
ち
も
、
シ
ャ
ツ
、
靴
下
、
そ
の
小
物
を
日
本
人
た
ち

に
売
っ
た
。
代
金
と
し
て
水
兵
た
ち
は
、｢

土
地
の
銅
貨
を
山
ほ
ど｣

受
け
取
っ
た
。

そ
の
銅
貨
は

｢

中
央
に
四
角
な
穴
が
あ
っ
て
そ
こ
紐
を
通
し
て
持
ち
運
ぶ
の
で
あ
っ

た｣

一
七
三
九
年
六
月
二
二
日
単
檣
帆
船
【�

��	
�
�


】
聖
ガ
ヴ
リ
イ
ル
号
に
再
び
日

本
人
が
や
っ
て
来
た
。
艦
長
の
要
請
に
従
っ
て
飲
料
水
と
薪
を
運
ん
で
来
た
の
で
あ

る
。
代
金
と
し
て

｢

ガ
ラ
ス
玉
一
フ
ン
ト

(

	)｣
(

原
註
：
一
フ
ン
ト
は
四
〇
九
ｇ)

。

我
々
か
ら
見
て
、
研
究
者
に
と
っ
て
非
常
に
興
味
深
い
と
思
わ
れ
る
の
は
、
一
七

三
九
年
六
月
二
二
日
の
日
誌
に
あ
る
日
本
人
と
の
接
触
の
記
録
で
あ
る
：

｢

…
我
々

の
と
こ
ろ
に
日
本
人
が
漁
船
に
乗
っ
て
や
っ
て
来
て
、
舟
に
横
付
け
し
た
。
彼
ら
日

本
人
は
我
々
に
、
カ
レ
イ
と
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
ア
ジ
ア
で
も
見
た
こ
と
の
な
い
四

種
類
の
魚
、
更
に
サ
ラ
セ
ン
・
キ
ビ

(

米)

、
幅
広
の
大
き
な
葉
、
煙
草
、
か
ぶ
、

キ
ュ
ウ
リ
、
そ
の
他
細
々
し
た
も
の
を
運
ん
で
き
て
、
そ
の
う
ち
の
幾
ら
か
は
売
買

対
象
と
な
っ
た

(


)｣

。
日
本
人
が
ロ
シ
ア
の
乗
組
員
か
ら
最
も
喜
ん
で
買
っ
た
の
は
、

羅
紗
、
亜
麻
製
の
衣
服
、
紺
色
の
ガ
ラ
ス
玉
で
あ
っ
た
。

Ｍ
・
シ
ュ
パ
ン
ベ
ル
グ
大
佐
が
日
本
人
か
ら
買
っ
た
の
は

｢

ダ
カ
ッ
ト
金
貨｣

で
、

形
は
長
方
形
で
、
金
は

｢

極
め
て
純
度
が
高
く｣

、
重
さ
は
ロ
シ
ア
の
金
貨
の
十
分

の
七
で
あ
っ
た
。

一
七
三
九
年
七
月
九
日
に
は
ア
ル
ハ
ン
ゲ
ル
・
ミ
ハ
イ
ル
号
に
、
土
地
の
住
民
総

勢
八
人
か
ら
成
る
代
表
団
が
や
っ
て
来
た
。
こ
の
椿
事
に
つ
い
て
当
直
日
誌
に
次
の

よ
う
に
記
し
て
あ
る
：

｢

マ
ル
テ
ィ
ン
・
ペ
ト
ロ
ヴ
ィ
チ
・
シ
ュ
パ
ン
ベ
ル
グ
大
佐

閣
下
は
彼
ら
を
大
歓
迎
し
、
ウ
オ
ッ
カ
を
振
る
舞
い
、
中
国
と
ロ
シ
ア
の
タ
バ
コ
、

金
銭
、
染
め
麻
布
、
ガ
ラ
ス
玉
、
貴
金
属
の
小
塊
を
贈
っ
た
。
異
国
人
た
ち
は
我
々

の
船
か
ら
自
分
た
ち
の
村
に
向
か
っ
た

(

�)｣

。

し
か
し
な
が
ら
、
ロ
シ
ア
の
船
乗
り
と
土
地
の
住
民
と
の
接
触
が
す
べ
て
友
好
的

雰
囲
気
の
中
で
行
わ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
双
方
が
時
折
見
せ
た
或
る
種
の
警
戒
心

と
不
信
感
は
十
分
に
理
解
、
説
明
で
き
る
。
二
つ
の
異
な
っ
た
文
明
が
初
め
て
遭
遇

し
た
と
い
う
の
が
事
の
本
質
だ
か
ら
で
あ
る
。

例
え
ば
、
一
七
三
九
年
六
月
一
九
日
単
檣
帆
船
【�

��	
�
�


】
聖
ガ
ヴ
リ
イ
ル
号

に
岸
か
ら

｢
高
級
役
人｣

が
や
っ
て
来
た
。
多
数
の
供
人
と
彼
を
取
り
巻
く
者
の
恭

し
い
態
度
か
ら
し
て
、
村
落
の
長
と
思
わ
れ
た
。
当
直
日
誌
に
は
特
に
、
そ
の
役
人

に

｢

一
〇
〇
隻
以
上
の
船｣

が
同
行
し
、｢

そ
れ
ぞ
れ
の
船
に
一
五
人
以
上
が
乗
り

組
み
、
投
げ
る
の
に
手
頃
な
石
が
積
ん
で
あ
っ
た

(

�)｣

。
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
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(
艦
長
は
、
こ
れ
ら
の

｢

重
さ
が
二
か
ら
三
フ
ン
ト
【
約
八
〇
〇
ｇ
か
ら
一
・
二

㎏
】｣
の
石
は
投
擲
弾
と
し
て
使
用
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
と
見
た)

。
夕
刻
が
迫
っ

た
段
階
で
、
日
本
船
が
艦
を
よ
り
密
に
取
り
巻
い
た
こ
と
が
見
て
取
れ
た
。
そ
こ
で

Ｍ
・
シ
ュ
パ
ン
ベ
ル
グ
は
、
夜
間
そ
こ
に
留
ま
る
こ
と
は
好
ま
し
く
な
い
と
判
断
し
、

艦
は
外
洋
に
出
た
。

あ
る
時
、
Ｖ
・
ウ
ォ
ー
ル
ト
ン
大
尉
と
数
名
の
水
兵
が
或
る
村
落
の
住
民
に
客
と

し
て
招
か
れ
、
大
尉
た
ち
の
乗
っ
た
ボ
ー
ト
は
岸
ま
で
曳
船
で
先
導
さ
れ
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
日
本
の
港
に
近
づ
い
た
と
こ
ろ
で
、
日
本
側
の
監
視
船
が
近
づ
い
て
き

て
、｢

立
ち
去
る
よ
う
に
と
命
令
が
出
さ
れ
、
外
洋
に
戻
る
よ
う
合
図
し
た

(

�)｣

、
と
Ｖ
・

ウ
ォ
ー
ル
ト
ン
自
身
が
日
誌
に
記
し
て
い
る
。
こ
の
出
来
事
で
は
お
そ
ら
く
、
住
民

の
平
和
的
な
気
持
ち
が
権
力
側
の
人
間
の
立
場
と
は
合
致
し
て
い
な
か
っ
た
の
だ
ろ

う
。い

ず
れ
に
し
て
も
、
Ｍ
・
シ
ュ
パ
ン
ベ
ル
グ
の
遠
征
の
主
要
な
成
果
の
一
つ
が
、

ロ
シ
ア
の
船
乗
り
た
ち
が
日
本
の
島
々
の
住
民
と
の
最
初
の
友
好
的
接
触
の
確
立
に

成
功
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
我
々
の
考
え
で
は
、
両
国
民
の
相
互
関
係
の
形

成
の
中
で
の
意
義
深
い
契
機
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

最
後
に
結
論
と
し
て
、
第
二
次
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
遠
征
に
参
加
し
た
艦
船
の
当
直
日

誌
は
、
露
日
関
係
の
初
期
段
階
の
歴
史
に
関
す
る
興
味
深
い
か
つ
価
値
あ
る
基
礎
史

料
【�

���
�
�
�
�

】
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
は
無
駄
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

今
後
こ
の
史
料
が
継
続
的
に
よ
り
深
く
研
究
さ
れ
、
公
刊
さ
れ
る
こ
と
不
可
欠
と

思
わ
れ
る
。

サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ

二
〇
〇
六
年
八
月翻

訳
：
有
泉
和
子

(

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
学
術
支
援
専
門
職
員)
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ロ
シ
ア
国
立
歴
史
文
書
館

(

以
下
、
歴
史
文
書
館)

の
フ
ォ
ン
ド
に
は
、
褒
章
に

関
す
る
史
料
は
全
体
と
し
て
数
量
的
に
多
く
は
な
い
が
、
そ
れ
ら
は
、
日
本
か
ら
の

賓
客
の
ロ
シ
ア
訪
問
を
扱
っ
た
他
の
史
料
群
と
不
可
分
の
一
体
を
成
し
て
い
る
。
従
っ

て
、
褒
章
に
つ
い
て
の
問
題
は
全
て
、
訪
露
に
関
す
る
こ
れ
ら
史
料
を
考
察
す
る
中

で
初
め
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

露
日
関
係
史
に
関
す
る
歴
史
文
書
館
所
蔵
の
大
量
の
史
料
の
中
で
見
逃
す
こ
と
が

出
来
な
い
の
は
、
様
々
な
フ
ォ
ン
ド
の
中
に
相
当
量
あ
る
日
本
皇
族
の
ロ
シ
ア
滞
在

に
関
す
る
史
料
群
で
あ
る
。
こ
れ
ら
史
料
の
大
部
分
は
、
様
々
な
接
待
指
示
【����

�
��	
�

�


�
��

�
�
��


�
�
�

】
と
式
典
関
係
の
書
類
か
ら
な
る
が
、
中
で
も
極
め
て

興
味
深
い
の
が
、
日
本
の
親
王
と
そ
の
随
員
に
対
し
て
ロ
シ
ア
の
勲
章
お
よ
び
そ
の

他
の
記
念
品
が
授
与
さ
れ
た
【�

��

��	
�

】
こ
と
に
関
す
る
史
料
で
あ
る
。
な
お
、

ロ
シ
ア
に
偶
然
た
ど
り
着
い
た
普
通
の
日
本
人
に
対
す
る
褒
章
に
関
し
て
も
十
九
世

紀
初
頭
の
証
左
が
残
さ
れ
て
い
る
。

一
八
世
紀
初
頭
か
ら
一
九
世
紀
中
葉
ま
で
の
露
日
関
係
は
、
通
常
と
は
全
く
違
っ

た
発
展
の
道
筋
を
辿
っ
て
き
た
。
日
本
は
外
国
人
に
と
っ
て
閉
ざ
さ
れ
て
い
て
、
住

民
は
独
自
な｢

鉄
の
カ
ー
テ
ン｣

の
内
側
に
あ
っ
て
出
国
の
権
利
を
有
し
て
い
な
か
っ

た
。
し
か
し
そ
の
一
方
で
、
日
本
政
府
の
こ
の
よ
う
な
政
策
は
、
ロ
シ
ア
帝
国
の
領

土
内
に
最
初
の
日
本
人
が
入
っ
て
く
る
こ
と
を
間
接
的
で
は
あ
る
が
助
長
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
日
本
が

｢

閉
鎖｣

を
目
指
し
た
こ
と
に
よ
り
船
舶
運
航

の
発
展
が
禁
制
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
日
本
の
船
が
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
沿
岸
で
し
ば
し
ば

遭
難
し
、
ロ
シ
ア
人
と
日
本
人
と
の
最
初
の
接
触
が
生
じ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ

る
。エ

カ
テ
リ
ー
ナ
二
世
治
世
以
降
、
漂
着
日
本
人
は
祖
国
に
送
還
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
こ
れ
は
、
東
方
の
隣
人
と
の
関
係
を
取
り
結
ぶ
目
的
で
な
さ
れ
た
も
の
で
、
そ

れ
ら
日
本
人
た
ち
は
生
活
を
十
分
に
保
障
さ
れ
、【
送
還
に
際
し
て
は
】
様
々
な
品
々

が
贈
ら
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
言
う
ま
で
も
な
く
、
彼
ら
に
対
す
る
何
ら
か
の
公
式
的
な

褒
章
と
い
う
こ
と
は
あ
り
え
な
い
に
し
て
も
、
少
な
く
と
も
、
史
料
群
の
中
に
記
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
は
、
様
々
な
記
念
品
、
つ
ま
り
、
時
計
、
シ
ガ
レ
ッ
ト
ケ
ー
ス
、

装
飾
品
等
々
が
贈
呈
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
例
え
ば
、
一
八
〇
三
年
の
ロ
シ
ア

の

｢

世
界
一
周｣

遠
征
に
同
行
し
、
ロ
シ
ア
か
ら
日
本
に
送
還
さ
れ
た
十
人
の
日
本

人
に
対
す
る
贈
り
物
の
こ
と
を
伝
え
る
史
料
が
存
在
す
る
。
彼
ら
の
う
ち
二
人
に
は

金
時
計
が
、
他
の
八
人
に
は
銀
時
計
が
、
ま
た
全
員
に
例
外
な
く
金
貨
二
〇
枚
【�

�

�

�	��

�
�
�

金
貨
一
枚
は
五
あ
る
い
は
十
ル
ー
ブ
ル
】
が
、
そ
れ
ぞ
れ
下
賜
さ
れ

て
い
る

(

１)

。
ま
た
、
病
気
の
た
め
同
胞
に
合
流
出
来
な
か
っ
た
十
一
番
目
の
日
本
人
に

も
、
彼
の
た
め
に
用
意
さ
れ
た
時
計
と
金
銭
が
出
発
の
際
に
与
え
わ
れ
た

(

２)

。

一
九
世
紀
の
中
葉
の
い
わ
ゆ
る｢

不
平
等｣

条
約
締
結
後
、
日
本
皇
族
が
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
と
ロ
シ
ア
を
積
極
的
に
訪
問
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
八
六
二
年
サ
ン
ク
ト
ペ
テ

ル
ブ
ル
グ
に
日
本
の
公
式
使
節
団
が
、
ま
た
一
八
八
七
年
に
は
ロ
シ
ア
帝
国
の
首
都

を
日
本
か
ら
の
最
初
の
皇
族
で
あ
る
コ
マ
ツ
【
小
松
宮
彰
仁
】
親
王
と
同
妃
が
訪
れ

て
い
る
。

コ
マ
ツ
【
小
松
宮
彰
仁
】
親
王
は
、
日
本
皇
帝
の
直
系
の
叔
父
に
当
た
り
、
ロ
シ

ア
を
二
度
訪
れ
て
い
る

(
二
度
目
は
一
九
〇
二
年)

。
こ
の
二
度
に
亘
る
訪
問
に
関

( ) 日本の皇族と政府高官に対するロシアの叙勲 (ソコロフ)133

Ａ
・
Ｒ
・
ソ

コ

ロ

フ

日
本
の
皇
族
と
政
府
高
官
に
対
す
る
ロ
シ
ア
の
叙
勲

Ⓒ2009 Historiographical Institute(Shiryo Hensan-jo) 
The University of Tokyo




